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猟区を活用した狩猟者育成手法検討の取組
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Ⅰ　はじめに

Ⅱ　方法

1　情報収集・整理

2　狩猟者へのアンケート調査の実施
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3　ワークショップの開催

4　猟区を活用した取組の検討・試行

Ⅲ　結果

1　情報収集・整理
（1）猟区の概況

図 1　猟区位置図
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図 1　各猟区の入猟者数の推移

表 1　猟区の概況（平成 26 年現在）
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（2）入猟者数の推移

2　狩猟者へのアンケート調査結果

3　ワークショップ（意見のまとめ）
（1）猟区の現状と課題

（2）今後の方向性

4　考察
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図 2-1　 設問１, 神奈川県に猟区があることを知っ
ているか（n=173）

図 2-3　 設問３, 猟区での狩猟対象（設問 2「今も利
用している回答者への設問」）（n=66）

図 2-5　 設問５, 猟区は何人くらいで利用している
か。（設問 2「今も利用している回答者への
設問」）（n=33）

図 2-2　 設問２, 神奈川県の猟区を利用したことが
あるか（n=174）

図 2-4　 設問４, 猟区はどのようなグループで利用
しているか。（設問 2「今も利用している回
答者への設問」）（n=33）
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図 2-6　設問６，猟区を利用する理由（設問２「今も利用している」回答者への設問」，３つまで回答可）

図 2-7　設問７，猟区を利用しない理由（設問２「利用したことがない」回答者への質問，３つまで回答可）
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図 2-7　設問７，猟区を利用しない理由（設問２「利用したことがない」回答者への質問，３つまで回答可）

図 2-8　 設問８, 猟区を利用したいと思うか。（設問
２「利用したことがない」回答者への質問」）
（n=73）
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表 2　猟区利用に係る課題

表 3　狩猟を開始するまでのステップと情報収集手段

表 4　猟区利用のメリットとデメリット
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5　新たな取組の検討・試行

（1）情報発信に関する取組

表 5　狩猟者のニーズと取組例
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（2）多様なニーズに対応した利用プログラムに
関する取組
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